
戻り高値更新後に反落
NY原油先物相場は、1バレル=72.88ドルまで上昇して10月14日以来の高値を更新した後、70ドル台前

半まで反落する展開になった。11月3日に石油輸出国機構（OPEC）プラスは、減産縮小計画の開始を

1ヵ月延期し、2024年12月末にすると発表した。サプライズ感は乏しかったが、原油市場では素直に好

感されている。また、引き続き中東情勢が不安定化していることもポジティブ。米大統領選と前後して

イランがイスラエルに対して攻撃に踏み切るとの観測は実現しなかったが、先行き不透明感は維持され

ている。ただし、11月5日の米大統領選後は米金利上昇・ドル高が進行したこともあり、高値では利食

い売りを進める動きも目立った。週末直前には一時70ドルを割り込む場面も見られた。

OPECプラスの減産縮小は2回目の延期となった。本来だと12月には日量18万バレル規模の供給増が見

込まれていたが、現在の市場環境では減産縮小は困難と判断された。ロシアなどからは、来年以降の対

応についても協議を行う必要性が訴えられている。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（11月1日時点）は、原油が前週比215万バレル増、ガ

ソリンが41万バレル増、石油精製品が295万バレル増となった。
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マーケットエッジ株式会社 小菅努

【現状確認】
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中東に大きな動きがなければ、改めて上値重くなる

2

【展望】

中東地政学リスクで買い進むか、需給緩和見通しで売り込む

のかが問われる地合が続く。短期テーマを探りながらの地合

になるが、このまま中東で軍事衝突が見られないのであれば、

徐々に戻り売り優勢の地合に回帰しよう。

引き続き中東情勢には注意が必要であり、特にイランのイス

ラエルに対する攻撃が実行に移されると、一気に75ドルを突

破する可能性も想定しておく必要がある。その際には、イス

ラエルがイラン石油施設を攻撃するリスクもあり、中東情勢

次第では突発的な上昇リスクを抱えよう。一方で、このまま

中東で軍事衝突が見られないのであれば、原油価格のみを大

きく押し上げていくことは難しくなる。大規模な供給障害が

なければ、需給緩和見通しが強いことに変わりはない。改め

て60ドル台後半にレンジを切り下げるリスクが高まる見通し。

11月12日に石油輸出国機構（OPEC）、14日に国際エネル

ギー機関（IEA）が最新の月報を公表する。ここで需要見通

しの引き下げといった動きが見られると、調整売りが広がり

やすくなる。また、15日に発表される中国の10月経済指標も

イベントリスクとして注目したい。

11月5日の米大統領選では、トランプ元大統領が勝利した。

トランプ氏は国内エネルギー産業を支援する姿勢を鮮明にし

ており、増産圧力が強まりやすくなることはネガティブ。一

方、トランプ政権はインフレリスクを高めるとの見方から、

米長期金利上昇・ドル高が進んでいることもネガティブ。米

大統領選の結果は原油相場の押し下げ要因になりやすいが、

直ちに原油相場を押し下げていくまでの効果はみられないだ

ろう。
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